
決算期 3月 31日

配当金受領株主確定日 3月 31日

 なお中間配当を行うときの中間配当金受領株主確定日は9月30日

定時株主総会 6月中

同総会議決権行使株主確定日 3月 31日

名義書換代理人 東京都中央区八重洲一丁目2番 1号

 みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番 1号

 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

郵便物送付および電話お問合せ先 〒135-8722

 東京都江東区佐賀一丁目17番 7号

 みずほ信託銀行株式会社証券代行部

 TEL （03）5213-5213（大代表）

同取次所 みずほ信託銀行株式会社　全国各支店

 みずほインベスターズ証券株式会社　本店および全国各支店

決算公告 当社ホームページ上に貸借対照表および損益計算書を掲載しております。

 インターネットホームページアドレス（http://www.idnet.co.jp/koukoku/kessan.html）

1単元の株式数 100 株

上場証券取引所 ジャスダック証券取引所（4709）

■株式についてのご案内

ID に関するより詳しい情報はこちらへ　

http://www.idnet.co.jp

〒 102-0084 東京都千代田区二番町 7番地 5 二番町平和ビル 

TEL.03-3264-3571（代）

IRお問合せ先：企画財務部 TEL.03-3262-5177
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　株主のみなさまには、ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。

当社第３７期事業報告書をお届けするにあたり、ここに謹んでご挨拶申し

あげます。

　第３７期は、経営課題でありました標準化と品質管理の強化・徹底のた

めＩＳＯ９００１のシステム運用管理業務への認証拡大を果たし、既存事業

領域の拡大とより高度な情報テクノロジー提供企業として成長することを

目標に種々の課題解決に注力してまいりましたが、売上高は連結・個別と

もに前期比増となりましたものの、当期純利益は残念ながら前期比減とな

りました。なお、株主のみなさまへの利益還元の一層の強化として、平成

１６年１０月２０日に創立３５周年を迎えましたことに伴い、記念配当の３円

を加えて１株１５円の配当をさせて頂き、日頃のご支援にお応えしたいと存

じます。

　第３８期はＩＤロゴの制定や社是の改訂を実施し、創立３５年の経営基

盤に加え、中長期にわたる業績向上、お客さまのまた株主のみなさまの信

頼と信用をさらにいただけるよう、高品質のサービスの提供に全社一丸と

なって取り組んでまいります。

　今後、ますます透明性を高める経営に専心し、みなさまのご期待に沿う

よう一層の業績向上に努力致す所存でございますので、なにとぞ温かいご

支援ご鞭撻の程よろしくお願い申しあげます。

平成17年 6月

代表取締役会長兼社長
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売上高

営業利益

当期純利益

株主資本

総資産

一株当たり当期純利益（円）

一株当たり株主資本（円）

第 33 期
（2001年 3月期）

9,738

756

242

3,900

7,517

52.57

846

第 34 期
（2002年 3月期）

第 35 期
（2003 年 3月期）

第 36 期
（2004 年 3月期）

第 37 期
（2005 年 3月期）

11,081

548

272

4,176

7,824

53.76

823

11,668

598

274

4,276

7,759

47.04

773

11,203

625

203

4,378

7,606

31.80

730

11,378

550

119

4,419

7,537

17.86

737

■売上高 ■営業利益 ■当期純利益 ■総資産
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将来情報に関する注意

事業報告書に記載される情報のうち、歴史的事実以外の情報には、当該報告書の制作時点で把握可能な情報およびデータをベースとした当社の計画
および見込みが含まれております。これらの将来予測は、市場環境、競合状況、その他様々な要因によって実際の業績や成果と異なる可能性がありま
すので、投資判断の際には当該資料の将来情報のみに全面的に依存されませんようご注意願います。   

連結財務ハイライト 株主のみなさまへ



ソフトウェア開発

400名を超える技術者が「独立系ＳＥ集団」

として、マシン、OS、ツール、言語にとら

われず、ユーザーニーズに合わせたシステ

ム構築をサポート

㈱ソフトウエア・ディベロプメント
（ソフトウエア開発）

艾迪系統開発（武漢）有限公司
（分散系ソフトウエア開発）

システムインテグレーション（ＳＩ）
＜ソフトウエア開発＞

セキュリティ／

コンサルティング・パッケージ販売等

ネットワークセキュリティ商品の販売およびセ

キュリティシステム構築・導入支援サービスや、

情報システム開発・運営技術に関する教育、

コンサルティング、設計支援および資源管理

パッケージの開発・販売、他

ビジネスプロセスアウトソーシング（ＢＰＯ）
＜データ入力＞

コア業務以外の

アウトソースニーズに対応

データ入力業務、バックオフィス業務、

電話業務などのサービス事業を中心に

ユーザーをサポート

システム導入後の

運営管理サポート

700 名を超える技術者の専門部隊がミド

ルウェアのカスタマイズからハードウェア

の保守、365日 24 時間体制のオペレー

ションまで、トータルかつ高付加価値のア

ウトソーシングを実現

4

ＩＴアウトソーシング（ＩＴＯ）
＜システム運営管理＞

その他
ID グループは、ソフトウェア開発か

らシステム運営管理、データ入力ま

で、お客さま企業の情報化を幅広い

領域でサポートしています。これら多

彩なサービスを活かし、業務の川上か

ら川下まで事業領域を拡大する「ビジ

ネスオペレーションズアウトソーシング

（BOO）」を積極的に推進し、更なる成

長を目指しています。

3

サービスメニュー

会社名（主要業務）

業務内容

売上高構成比

■取り組み状況

BOOの取り組み状況

㈱スペースリンク
（情報システム設計支援、資源管理パッケージの開発・販売等）

㈱プライド
（情報システム設計、開発に関するコンサルティング業務等）

35％ 47％ 11％ 7％

顧客企業のコンピュータ部門からの直接的な業務の獲得に止まらず、関連する業務の川上から川下に至る広い範囲でビジネスを展開い

たします。そうすることで収益変動が激しいソフトウエア開発等から、安定的に収益を獲得できる運用管理や保守などのサービス分野

へと、事業領域の拡大を目指します。

第 37 期よりＢＯＯ部を設置しております。ＢＯＯ部は、新規開拓によるＢＯＯ展開のみではなく、既存顧客を担当する各事業本部の

営業部隊と連携することにより、受注拡大のサポートも行っております。

■ BOOの推進

IDグループの戦略とビジネスポートフォリオ


